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た
。
み
ん
な
で
大
笑
い
の
思
い
出
で
あ
っ
た
。

三
、
日
本
上
陸
ま
で

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
、
三
〇
一
で
栄
養
失
調

の
検
査
後
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
四
日
帰
国
の
た
め
、
一

番
列
車
で
、
多
分
昭
和
二
十
二
年
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
ナ

ホ
ト
カ
へ
帰
り
、
新
潟
の
目
黒
さ
ん
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
）

同
行
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
日
舞
鶴
上
陸
し
、
二
十

三
日
懐
か
し
の
故
郷
へ
親
戚
、
肉
親
と
涙
の
対
面
で
復
員

で
し
た
。

喜

寿

回

想

兵
庫
県

田

中

康

夫

一
、
入
営
、
そ
し
て
北
満
へ

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月
二
十
七
日
夜
明
け

前
、
か
ね
て
か
ら
狭
心
症
で
床
に
つ
い
て
い
た
父
が
、
突

然
苦
し
み
だ
し
、
医
師
の
往
診
を
待
ち
き
れ
な
い
と
言
う

の
で
自
転
車
に
乗
せ
、
母
が
後
を
押
え
て
医
院
へ
向
か
う

途
中
、
私
の
背
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。
当
日
は
記
念
日
で
あ
り
、
国
民
服
に
巻
脚
絆

で
出
勤
す
る
と
こ
ろ
。
巻
脚
絆
な
し
の
「
喪
の
日
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
年
も
暮
れ
る
こ
ろ
、
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。
村
の

青
年
団
や
職
場
の
友
の
壮
行
会
を
繰
り
返
す
う
ち
、
ほ
と

ん
ど
の
若
者
は
入
隊
し
て
し
ま
っ
た
。
十
九
年
の
夏
が
過

ぎ
や
っ
と
令
状
が
来
た
。「
十
月
一
日
、
秋
田
東
部
第
五

八
部
隊
へ
入
隊
せ
よ
」
二
年
後
輩
と
も
一
緒
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
既
に
こ
の
頃
の
戦
況
は
悪
く
、「
ア
ッ
ツ
島
玉

砕
‼
」
な
ど
、
報
道
さ
れ
て
い
た
。
戦
地
へ
行
け
ば
必
ず

死
ぬ
。
死
ぬ
こ
と
が
天
皇
陛
下
の
た
め
、
国
の
た
め
で
あ

る
な
ら
ば
、
家
族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
格
好
を
つ
け

て
、
将
校
に
な
っ
て
や
れ
と
考
え
た
。
通
勤
列
車
で
は
、

デ
ッ
キ
に
出
て
「
軍
人
勅
諭
」
と
「
先
陣
訓
」
を
丸
暗
記

し
、
体
力
を
つ
け
る
た
め
、
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
。

入
営
の
日
、
多
勢
の
村
人
に
見
送
ら
れ
、
加
古
川
駅
ま

で
行
進
す
る
途
中
、
母
親
へ
「
戦
地
へ
行
け
ば
必
ず
戦
死
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す
る
と
思
う
の
で
覚
悟
を
し
て
お
い
て
く
れ
」
と
言
っ

た
。
母
親
は
、
小
さ
な
声
で
、
で
も
力
強
く
こ
う
言
っ

た
。「
死
な
ず
に
生
き
て
帰
っ
て
来
て
く
れ
」
と
。
こ
の

言
葉
は
今
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

兵
庫
県
か
ら
秋
田
へ
六
十
人
、
山
形
、
青
森
、
旭
川
へ

も
同
様
入
隊
し
て
い
た
。
全
員
、
幹
候
要
員
で
あ
る
。
満

州
か
ら
迎
え
に
来
た
軍
曹
に
引
率
さ
れ
、
我
が
家
の
前
を

通
過
し
、
下
関
か
ら
釜
山
へ
、
着
い
た
所
は
黒
河
。
山
神

府
七
二
一
七
部
隊
の
第
二
機
関
銃
中
隊
に
編
入
さ
れ
る
。

古
兵
は
、
昭
和
十
六
年
の
関
東
大
演
習
で
鍛
え
た
「
関
東

演
」
の
「
つ
わ
も
の
」
で
あ
り
、
全
員
、
秋
田
県
人
で
あ

る
。
言
葉
は
、
半
分
程
度
し
か
理
解
で
き
な
い
。
あ
れ
こ

れ
併
せ
て
、
徹
底
し
て
制
裁
を
受
け
た
。（
こ
の
原
隊
は

翌
年
四
月
に
南
方
戦
線
へ
行
く
べ
く
南
下
し
た
が
船
が
な

く
、
九
州
へ
上
陸
し
、
後
千
葉
で
終
戦
を
迎
え
て
原
隊
復

帰
し
た
と
か
。
満
州
山
神
府
で
は
、
そ
の
後
へ
神
武
屯
の

部
隊
が
入
り
、
歩
兵
山
神
府
二
七
四
部
隊
と
な
っ
た
。

我
々
候
補
生
は
、
各
兵
科
毎
に
編
制
さ
れ
て
、
そ
の
所
属

と
な
る
）

二
、
予
備
士
官
学
校
へ

昭
和
二
十
年
四
月
、
師
団
か
ら
集
ま
っ
た
候
補
生
の
第

一
次
集
合
教
育
を
受
け
、
七
月
二
日
、
牡
丹
江
石
頭
予
備

士
官
学
校
に
入
学
す
る
。
幹
部
教
育
も
あ
っ
た
が
教
育
の

ほ
と
ん
ど
は
爆
雷
を
抱
え
て
戦
車
（
大
八
車
）
に
飛
び
込

む
訓
練
ば
か
り
。
ソ
連
と
の
国
際
情
勢
が
悪
い
の
で
、
十

月
に
卒
業
と
言
わ
れ
、
日
本
刀
、
軍
服
、
眼
鏡
そ
の
他
、

私
物
を
発
注
す
る
。
金
額
は

て
八
百
円
也
。
一
時
、
国

が
立
替
払
い
を
す
る
と
の
こ
と
。

八
月
九
日
夜
半
の
「
非
常
呼
集
」
で
「
ソ
連
越
境
」
を

知
ら
さ
れ
る
。
将
校
、
下
士
官
を
含
め
、
約
三
千
五
百
人

を
二
箇
連
隊
に
戦
時
編
成
す
る
。
私
た
ち
の
機
関
銃
中
隊

第
一
区
の
八
十
人
も
一
列
横
隊
に
並
び
、
一
連
番
号
を
称

え
「
偶
数
一
歩
前
へ
‼
」
の
号
令
で
二
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
連
隊
に
配
置
さ
れ
た
。
私
は
奇
数
番
号
だ
っ
た
の

で
、
伊
藤
連
隊
所
属
と
な
る
。
将
校
が
少
な
い
の
で
、
候

補
生
が
相
互
で
小
隊
長
、
分
隊
長
、
兵
と
な
る
。
第
一
方

面
軍
第
五
軍
に
配
属
さ
れ
た
。
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三
、
開

戦

１

十
一
日
午
前
一
時
、
荒
木
連
隊
（
荒
木
貞
夫
大
将
の

子
息
、
護
夫
少
佐
｜
学
校
の
教
育
主
任
）
が
先
発
す

る
。
掖
河
で
布
陣
し
、
内
、
一
箇
大
隊
が
磨
刀
石
へ
進

行
し
、
蛸

を
掘
り
、
約
二
百
車
両
の
敵
の
戦
車
群
を

迎
え
撃
つ
。
学
校
で
の
訓
練
そ
の
ま
ま
の
十
キ
ロ
爆
雷

や
手
榴
弾
を
束
ね
た
も
の
、
ア
ン
パ
ン
な
ど
で
再
三
繰

り
返
し
、
肉
迫
攻
撃
を
す
る
。
夜
間
に
切
り
込
み
隊
を

編
成
し
て
突
入
す
る
な
ど
し
て
十
六
日
未
明
ま
で
戦
闘

す
る
。
そ
の
間
六
百
五
十
余
名
玉
砕
。
敵
戦
車
三
十
五

両
擱
座
。
こ
の
戦
死
者
の
中
に
私
と
小
学
校
の
同
級
生

と
、
中
学
二
年
後
輩
の
従
弟
が
い
る
。
私
の
命
も
出
動

前
に
班
内
で
称
え
た
番
号
の
偶
数
か
奇
数
か
の
分
か
れ

目
が
左
右
し
た
も
の
と
、
人
の
運
命
の
不
思
議
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
後
年
、
有
名
に
な
っ
た
歌
“
岸

壁
の
母
”
の
主
人
公
、
端
野
新
二
候
補
生
も
私
た
ち
と

学
友
で
、
歩
兵
砲
分
隊
に
い
た
が
、
約
二
百
五
十
人
の

敵
歩
兵
に
包
囲
さ
れ
、
足
に
重
傷
を
負
い
、
そ
の
後
逃

れ
て
数
人
で
満
人
宅
で
起
居
し
、
農
業
に
従
事
し
て
い

た
が
、
翌
年
帰
還
命
令
が
出
さ
れ
た
時
、
彼
だ
け
が
こ

れ
を
否
定
し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た

こ
の
戦
闘
に
つ
い
て
、
後
日
譚
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
極
東
ソ
連
軍
総
司
令
官
ワ
シ
レ
ッ
ス
キ
ー
元
帥

が
、
こ
の
勇
猛
果
敢
な
肉
迫
攻
撃
に
対
し
て
、「
ス
メ

ル
ト
ニ
ッ
ク
」（
陸
の
特
攻
隊
）
と
記
録
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
戦
闘
で
友
軍
の
砲
兵
隊
が
山

腹
か
ら
こ
の
特
攻
隊
を
援
護
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

こ
の
敵
軍
の
進
行
を
食
い
止
め
た
砲
兵
隊
に
属
し
て
い

た
、
と
故
・
高
野
正
夫
さ
ん
か
ら
聞
い
た
（
亡
く
な
ら

れ
た
前
々
年
の
三
〇
一
大
会
の
と
き
）。
こ
の
戦
闘
で
、

ソ
連
軍
の
進
攻
を
阻
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
二
十
万
の

日
本
人
が
牡
丹
江
か
ら
逃
避
で
き
た
と
聞
く
。

２

私
た
ち
伊
藤
連
隊
（
後
、
小
松
連
隊
）
は
、
十
二
日

敵
、
空
挺
部
隊
迎
撃
の
命
を
受
け
、
東
京
城
方
面
へ
出

動
す
る
。
途
中
、
溢
路
口
（
一
文
字
山
）
で
、
対
戦
車

の
蛸

を
掘
り
戦
闘
態
勢
を
整
え
た
り
、
十
四
日
に

は
、
ソ
連
機
五
機
の
空
襲
を
受
け
、
機
関
砲
掃
射
や
、
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爆
弾
投
下
を
受
け
、
数
人
の
戦
死
者
と
、
十
数
人
の
負

傷
者
を
出
し
た
程
度
で
、
行
軍
に
継
ぐ
行
軍
で
、
疲
労

は
極
み
に
達
し
て
い
た
。
二
十
一
日
目
か
ら
武
装
解
除

し
、
我
々
二
箇
大
隊
と
他
の
部
隊
の
二
箇
大
隊
の
混
成

で
敦
化
に
集
結
し
、
東
沙
河
沿
か
ら
西
沙
河
沿
へ
と
幕

舎
で
の
自
炊
生
活
が
始
ま
っ
た
。

四
、
終

戦

「
負
け
る
は
ず
の
な
い
日
本
軍
が
負
け
た
」。
十
七
日

ソ
連
の
ジ
ー
プ
に
乗
っ
た
女
性
将
校
が
白
旗
を
掲
げ
て
、

後
か
ら
や
っ
て
来
た
。「
や
っ
ぱ
り
日
本
が
勝
っ
た
の
だ
」

銃
に
着
剣
を
し
て
取
り
囲
ん
だ
。
ロ
シ
ア
語
を
話
せ
る
候

補
生
が
隊
長
と
の
通
訳
を
す
る
。「
日
本
が
降
伏
し
た
」

と
言
う
。
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
数
時
間

後
、
ソ
連
の
重
戦
車
が
数
台
や
っ
て
来
た
。
見
て
驚
い

た
。
一
軒
の
家
が
動
い
て
い
る
よ
う
だ
。
外
形
は
、
仕
上

げ
前
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
の
怪
物
で
あ
る
。
兵
は
、
昔
ア
メ
リ
カ

映
画
で
見
た
こ
と
の
あ
る
自
動
小
銃
（
マ
ン
ド
リ
ン
）
を

全
員
が
持
っ
て
い
る
。
彼
我
の
軍
備
に
大
差
が
あ
る
こ
と

初
め
て
知
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
よ
う
や
く
納
得
し
た
。
次

に
考
え
た
こ
と
は
、
我
々
は
今
度
、
ど
う
す
べ
き
か
？

こ
の
ま
ま
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
。
先
陣
訓
の
教

え
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
生
き
て
は
お
れ
な
い
。
そ
の
日
の

う
ち
に
数
人
の
将
校
（
教
官
）
が
殉
死
し
た
。

十
月
二
十
日
こ
ろ
、
帰
還
の
た
め
牡
丹
江
方
面
へ
徒
歩

で
行
軍
す
る
。
鏡
泊
湖
の
近
く
で
命
令
に
よ
り
、
砲
弾
の

処
理
を
す
る
。
巻
脚
絆
の
両
端
に
砲
弾
を
各
一
箇
し
ば

り
、
首
に
か
け
て
運
搬
し
、
次
々
と
湖
に
投
入
し
た
。
十

月
末
、
愛
河
の
空
兵
舎
で
十
日
ほ
ど
待
機
す
る
。
数
日
前

ま
で
石
頭
で
共
に
学
ん
だ
軍
曹
の
階
級
章
と
座
金
を
つ

け
、
ウ
ジ
虫
に
埋
も
れ
た
学
友
の
死
体
処
理
を
す
る
。
暖

か
い
日
は
裸
に
な
り
、
シ
ラ
ミ
取
り
に
専
念
し
た
。
飯

の
中
ブ
タ
に
入
れ
て
行
く
と
、
ア
ル
ミ
の
白
さ
が
見
え
な

く
な
る
ほ
ど
い
た
。
十
一
月
中
旬
、
愛
河
駅
か
ら
い
よ
い

よ
引
揚
列
車
と
言
わ
れ
て
乗
車
す
る
。
ゴ
ト
ゴ
ト
と
い
う

音
は
、
鴨
緑
江
を
渡
る
鉄
橋
の
音
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

ソ
満
国
境
黒
竜
江
（
ア
ム
ー
ル
河
）
の
橋
で
あ
っ
た
。
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五
、
抑

留

１

最
初
の
収
容
所

十
一
月
末
列
車
を
降
り
る
。
一
面
白
雪
の
原
野
で
あ

る
。
ト
ラ
ッ
ク
十
数
台
に
分
乗
し
、
頭
か
ら
シ
ー
ト
を

か
ぶ
り
、
寒
く
て
ど
れ
だ
け
走
っ
た
か
解
ら
な
い
が
、

着
い
た
所
は
屋
根
は
丸
太
の
骨
組
だ
け
が
残
る
全
く
廃

墟
の
建
物
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
翌
日
か
ら
作
業
開
始
で

あ
る
。
作
業
は
伐
採
、
馬
橇
に
よ
る
搬
出
、
製
材
等
で

あ
る
。
夜
は
、
靴
、
防
寒
衣
着
用
の
ま
ま
、
星
空
を
眺

め
な
が
ら
、
全
員
横
向
き
に
な
り
、
友
の
体
温
に
救
い

を
求
め
な
が
ら
夜
を
明
か
す
。
朝
に
な
る
と
、
隣
の
戦

友
は
冷
た
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
繰
り
返
し
で
年
が
変

わ
る
こ
ろ
に
は
、
上
を
向
い
て
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
死
ん
だ
者
は
裸
に
さ
れ
、
凍
っ
た
ま
ま
春
ま
で
空

地
に
野
積
み
さ
れ
た
り
、
野
外
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
や
野

犬
の
栄
養
源
に
な
っ
た
。
一
冬
で
人
員
が
約
半
減
し

た
。あ

る
日
、
空
腹
に
耐
え
ら
れ
ず
、
炊
事
場
か
ら
馬バ
鈴レイ

薯ショ
を
一
箇
盗
ん
だ
兵
が
捉
え
ら
れ
た
。
皆
の
前
で
み
せ

し
め
と
し
て
、
炊
事
班
長
に
撲
り
殺
さ
れ
る
の
を
見

た
。
こ
の
収
容
所
の
数
カ
月
が
我
が
人
生
で
今
ま
で
の

最
も
悪
夢
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
日
一
日
と
体
力

が
減
退
し
て
い
っ
た
。
こ
の
収
容
所
は
、
フ
オ
ル
モ
リ

ン
地
区
（
第
五
地
区
）
の
二
〇
一
か
二
〇
二
収
容
所
で

第
二
五
四
作
業
大
隊
で
あ
り
、
大
隊
長
は
、
奈
良
中
尉

と
記
憶
し
て
い
る
。

２

赤
痢
で
入
室

骨
と
皮
に
な
っ
て
「
オ
カ
」
と
認
定
さ
れ
る
。
二
十

一
年
春
先
、
発
熱
と
下
痢
で
医
務
室
へ
隔
離
さ
れ
る
。

血
便
が
出
る
。
明
ら
か
に
赤
痢
で
あ
る
。
息
絶
え
た
者

は
、
次
々
と
収
容
所
の
外
へ
運
び
出
さ
れ
る
。
そ
れ
で

も
朦
朧
と
し
た
意
識
の
中
で
、
作
業
に
出
ず
寝
て
い
ら

れ
る
こ
と
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
た
。

３

配
置
替
え
と
怪
我

昭
和
二
十
二
年
初
め
、
エ
バ
ロ
ン
の
収
容
所
へ
配
属

（
番
号
不
明
）。
春
に
な
っ
て
、
山
の
白
樺
が
緑
に
萌

え
、
野
に
は
桔
梗
や
キ
ス
ゲ
、
ユ
ウ
ス
ゲ
、
山
百
合
が

美
し
く
咲
い
た
。
や
っ
と
自
分
に
、
自
然
を
見
る
感
覚
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を
取
り
戻
し
た
、
と
思
っ
た
。
作
業
は
第
二
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
（
バ
ム
鉄
道
）
建
設
作
業
で
あ
り
、
ま
ず
崩
れ
た

路
盤
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
の
た
め
の
土

砂
が
必
要
と
な
る
。
山
に
横
穴
、
縦
穴
を
数
十
箇
所
掘

り
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
一
斉
爆
破
す
る
。
そ
の
後
、
ト

ラ
ッ
ク
で
土
砂
を
路
盤
へ
運
搬
す
る
の
で
あ
る
が
、
自

動
車
に
土
を
積
む
た
め
の
作
業
と
し
て
、
私
は
、
起
重

機
（
エ
ス
カ
ロ
ー
ト
ル
）
の
ス
コ
ッ
プ
が
土
を
す
く

い
、
車
の
荷
台
が
下
に
来
た
と
き
、
ロ
ー
プ
を
引
い

て
、
ス
コ
ッ
プ
を
開
く
作
業
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
、

作
業
中
ロ
ー
プ
が
切
れ
た
の
で
、
土
砂
の
山
を
登
り
、

ロ
ー
プ
を
修
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
岩
石
が
落

下
し
て
き
て
顔
面
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
、
一
昼
夜
意

識
不
明
で
あ
っ
た
。

４

エ
バ
ロ
ン
病
院
か
、
ゴ
ー
リ
ン
病
院
か
定
か
で
は
な

い
。
左
頰
の
傷
は
約
十
セ
ン
チ
と
大
き
く
口
を
開
い
て

い
た
。
治
療
方
法
と
し
て
は
傷
口
を
消
毒
し
て
、
絆
創

膏
二
本
で
張
り
合
わ
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
大
尉
の
女
医

さ
ん
、
少
尉
の
看
護
婦
さ
ん
た
ち
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。「
国
に
帰
れ
ば
お
母
さ
ん
が
大
変
驚
く
よ
」

と
心
配
顔
で
語
り
か
け
て
く
れ
た
。
母
が
私
の
顔
を
見

る
な
り
、「
顔
が
半
分
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

大
丈
夫
や
な
い
か
」
と
安
心
し
た
よ
う
に
言
っ
た
言
葉

を
今
も
覚
え
て
い
る
。
私
が
怪
我
を
し
た
と
き
、
同
じ

隊
に
同
郷
の
誰
か
が
い
た
ら
し
く
、
彼
が
先
に
復
員
し

て
、
我
が
家
へ
こ
の
事
故
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
ら
し

い
。
未
だ
に
そ
れ
が
誰
な
の
か
判
ら
な
い
。

５

三
〇
一
収
容
所
へ

二
十
二
年
の
秋
、
病
院
か
ら
配
転
さ
れ
た
。
収
容
所

番
号
も
三
〇
一
会
の
存
在
を
知
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

り
、
大
隊
長
名
は
今
の
記
録
を
見
る
と
、
井
上
氏
と
書

か
れ
て
い
る
が
今
の
私
の
記
憶
で
は
、
元
開
拓
団
出
身

で
軍
歴
も
少
な
い
若
者
で
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い

る
。
比
較
的
小
柄
で
、
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
体
格
を
持

ち
、
朝
の
点
呼
時
の
伝
達
す
る
時
な
ど
明
る
い
好
青
年

と
感
じ
て
い
た
。
私
の
小
隊
は
、
大
原
小
隊
で
あ
っ

た
。
大
原
さ
ん
は
、
口
数
は
少
な
い
が
、
デ
ッ
プ
リ
と

し
た
親
分
肌
で
、
し
か
も
心
配
り
が
よ
く
、
隊
の
雰
囲
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気
が
明
る
か
っ
た
。

ア
、
作
業

最
初
の
作
業
は
、
夜
中
に
着
い
た
貨
車
か
ら
食
糧
品

を
荷
降
ろ
し
し
て
倉
庫
へ
運
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
羊
の

枝
肉
を
担
い
で
運
び
な
が
ら
肉
を
む
し
り
取
っ
て
、
部

屋
へ
持
ち
帰
っ
た
。
ペ
ー
チ
カ
で
焼
い
て
食
べ
た
。
こ

の
世
の
食
物
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
、
お
い
し
か
っ
た
。
翌

日
は
部
屋
中
焼
肉
の
匂
い
が
充
満
し
て
い
た
。
で
も
誰

か
ら
も
苦
情
が
来
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
、
収

容
所
の
人
間
味
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
記
憶
が
あ

る
。二

十
二
年
の
暮
れ
こ
ろ
か
ら
橋
梁
の
建
設
に
従
事
し

た
と
思
っ
て
い
る
。
ア
ル
マ
ト
ー
ル
（
鉄
筋
）
の
組
み

合
わ
せ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
し
込
み
な
ど
、
凍
結
し

な
い
よ
う
に
全
体
に
天
幕
を
張
り
、
暖
め
な
が
ら
作
業

を
し
た
こ
と
を
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

イ
、
青
年
行
動
隊
に
入
る

岐
阜
の
稲
垣
さ
ん
が
当
初
、
隊
長
を
つ
と
め
ら
れ
た

と
聞
く
が
、
そ
の
後
任
だ
と
思
う
が
、
思
い
出
せ
な

い
。
大
原
小
隊
か
ら
斉
藤
鶴
松
氏
と
一
緒
に
入
隊
す

る
。
北
見
輝
夫
氏
と
も
親
し
く
な
る
。
確
か
二
人
は
同

年
兵
だ
と
聞
い
た
よ
う
に
思
う
。

地
区
の
民
主
委
員
会
が
行
進
歌
を
募
集
し
て
い
る
と

聞
き
、
応
募
す
る
。
二
席
に
入
選
し
た
。
時
々
、
作
業

の
往
復
時
に
皆
が
歌
っ
て
く
れ
た
。
一
人
ひ
そ
か
に
嬉

し
か
っ
た
。
曲
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
〞
男
な
ら
…
〝

の
曲
を
借
用
し
た
。
夕
食
後
、
隊
内
で
反
省
会
な
る
も

の
が
開
催
さ
れ
る
。
助
言
進
行
す
る
の
が
地
区
の
政
治

教
育
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
、
議
長
で
あ
る
。
青
白
い
顔

で
神
経
質
で
、
笑
顔
の
見
た
こ
と
の
な
い
陰
気
な
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
た
。
反
省
会
は
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
各

自
が
発
言
す
る
。
他
人
の
こ
と
で
も
容
赦
な
く
あ
ば
い

て
、
本
人
の
反
省
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
あ
る
日
、

「
同
志
田
中
は
軍
隊
の
地
位
で
も
、
ま
た
社
会
人
の
時

の
身
分
な
ど
で
も
、
も
っ
と
活
発
に
発
言
し
た
り
行
動

す
る
能
力
が
あ
る
の
に
、
日
々
の
行
動
が
消
極
的
す
ぎ

る
」
と
反
省
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
困
っ
た
こ
と
に

な
っ
た
と
思
い
つ
つ
、
何
と
か
反
省
の
弁
を
並
べ
て
切

567



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1512 568 89/03/12/16:56:42 H

E
SI1512 bun p459-575

り
抜
け
た
。
あ
る
日
の
反
省
会
の
席
で
、
作
業
出
発
前

の
朝
礼
時
に
行
っ
て
い
た
「
政
治
情
報
」
を
す
る
よ
う

に
指
名
さ
れ
た
。
こ
れ
は
週
一
回
各
隊
か
ら
交
替
で

行
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
何
一
つ
情
報
の
な
い
収

容
所
の
中
で
は
、
頼
り
に
な
る
の
は
「
日
本
新
聞
」
だ

け
で
あ
る
。
食
堂
に
置
か
れ
て
い
た
新
聞
の
数
カ
月
分

を
読
み
あ
さ
り
、
二
十
三
年
暮
れ
の
零
下
二
〇
度
を
越

す
中
、
朝
礼
台
に
上
り
、
約
十
分
近
く
も
し
ゃ
べ
っ
た

と
思
う
。
自
分
は
一
生
懸
命
だ
が
、
聞
く
方
は
面
白
く

も
何
と
も
な
い
話
で
大
変
な
苦
行
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ウ
、
劇
団
に
入
る

何
本
か
の
劇
に
出
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
中
で
特
に

記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
次
の
劇
で
あ
る
。
故
・
松
原

邦
夫
さ
ん
が
監
督
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
ソ
連
と
の
戦
闘

で
負
傷
し
た
兵
（
私
）
が
、
中
国
娘
（
北
見
氏
）
に
赦

け
ら
れ
一
命
を
と
り
止
め
る
。
娘
の
家
で
傷
を
い
や
し

農
業
労
働
を
し
な
が
ら
勤
労
の
精
神
に
目
覚
め
、
生
き

が
い
を
求
め
て
中
国
に
永
住
す
る
決
意
を
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
娘
と
結
ば
れ
る
と
い
う
も
の
。
斉
藤
氏
や
十

数
人
と
共
演
し
た
。

前
記
の
「
岸
壁
の
母
」
の
主
人
公
で
同
期
生
の
端
野

新
二
君
の
戦
後
の
人
生
が
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ

る
。
ソ
連
の
戦
車
と
の
戦
闘
で
負
傷
し
た
候
補
生
四
人

が
、
中
国
人
に
赦
け
ら
れ
、
農
業
を
し
な
が
ら
世
話
に

な
る
。
二
十
一
年
八
月
、
中
共
軍
の
帰
還
命
令
を
受
け

る
が
、
出
発
の
前
日
、
彼
は
親
し
く
し
て
た
近
所
の
娘

さ
ん
に
会
い
に
行
く
と
言
っ
て
、
そ
の
ま
ま
行
方
不
明

と
な
っ
た
。
彼
女
は
唐
国
麗
と
い
う
十
八
歳
の
娘
さ
ん

で
あ
っ
た
と
か
（
共
に
い
た
候
補
生
の
話
）。
こ
の
話

を
劇
が
大
変
似
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
り
、
十
数
年
後
こ

れ
を
知
っ
て
か
ら
不
思
議
な
気
持
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
、
滝
口
新
太
郎
の
劇
団
が
来
所
上
演
し
た
。

舞
台
裏
か
ら
プ
ロ
の
俳
優
の
一
挙
手
、
一
投
足
を
見

て
、
そ
の
根
性
の
入
れ
方
に
感
心
し
た
。
入
隊
前
は
松

竹
大
船
の
二
枚
目
俳
優
と
し
て
林
長
二
郎
（
長
谷
川
一

夫
）
に
次
ぐ
人
と
し
て
大
変
人
気
が
あ
り
、
な
つ
か
し

く
思
っ
た
。

エ
、
食
堂
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新
し
い
食
堂
で
電
燈
の
下
、
し
か
も
食
券
な
し
で
食

べ
ら
れ
る
。
量
も
質
も
だ
ん
だ
ん
と
良
く
な
り
、
一
応

満
足
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
収
容
所
で
は
四
年
間
で
死

亡
者
が
二
〜
三
人
し
か
出
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
こ
れ

も
大
隊
長
や
主
計
の
故
飯
島
さ
ん
、
民
主
グ
ル
ー
プ
会

長
で
あ
っ
た
故
・
木
下
さ
ん
た
ち
が
、
ソ
連
側
と
よ
く

協
調
さ
れ
、
そ
の
理
解
の
も
と
適
正
な
生
活
環
境
づ
く

り
に
努
力
さ
れ
た
成
果
で
あ
っ
た
と
、
今
改
め
て
理
解

し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

オ
、
駅
舎
の
建
設

建
物
の
骨
組
み
が
で
き
、
駅
舎
内
の
土
壁
塗
り
を
す

る
。
雪
が
降
り
始
め
た
こ
ろ
、
命
綱
を
つ
け
て
凍
え
る

手
で
屋
根
の
木
羽
張
り
を
す
る
。
高
所
恐
怖
症
に
は
と

て
も
ノ
ル
マ
で
は
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
何
日
間

か
、
資
材
の
盗
難
防
止
の
た
め
の
焚
き
火
を
し
な
が
ら

徹
夜
の
不
寝
番
勤
務
を
す
る
。
こ
れ
も
考
え
て
み
る
と

不
思
議
な
も
の
で
、
抑
留
者
の
日
本
人
が
ソ
連
人
の
泥

棒
を
監
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
、
駅
周
辺
の
住
宅
建
設
作
業

日
本
人
、
ソ
連
人
が
共
同
で
数
千
戸
が
建
設
さ
れ

た
。
今
、
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
特
に
都
市
を
新
し

く
形
成
す
る
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
ま
ず
原
野

の
中
に
鉄
道
を
敷
き
、
拠
点
と
な
る
駅
、
次
に
巾
広
い

道
路
を
縦
横
に
伸
ば
し
、
最
小
限
に
必
要
な
住
宅
を
建

て
る
。
こ
の
街
は
今
頃
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と
や
ら
…

二
十
四
年
一
月
、
三
〇
一
収
容
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
ダ

モ
イ
の
た
め
少
し
で
も
東
の
方
へ
行
き
た
い
。

６

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
三
分
所

春
に
な
る
と
日
本
か
ら
船
が
来
る
と
言
う
の
で
皆
元

気
が
出
た
。
こ
こ
で
は
三
、
四
階
建
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
設
す
る
。
収
容
所
か
ら
現
場
ま
で
列
車
で
往
復
し

た
。
入
隊
前
、
自
宅
（
加
古
川
）
か
ら
神
戸
ま
で
、
約

一
時
間
か
け
て
通
勤
し
た
こ
と
を
連
想
し
た
。
鉄
筋
で

組
ま
れ
た
木
框
の
中
へ
、
縦
横
に
渡
さ
れ
た
歩
み
板
の

上
を
タ
ー
チ
カ
（
一
輪
車
）
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運
び

流
し
込
む
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
覆
し
、
ソ
連
の
監

督
に
幾
度
か
怒
鳴
ら
れ
た
覚
え
が
あ
る
。
こ
の
街
に
は

古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
も
す
で
に
点
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
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と
き
が
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
最
中
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ

の
街
は
整
備
さ
れ
る
と
、
極
東
で
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に

次
ぐ
シ
ベ
リ
ア
第
二
の
大
都
市
に
な
る
の
だ
と
言
っ
て

い
た
。
果
た
し
て
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
テ
レ

ビ
で
も
見
た
い
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
当
時
の
建
築
物

は
あ
れ
か
ら
半
世
紀
経
過
し
て
い
る
の
で
、
再
建
築
さ

れ
た
か
、
ソ
連
の
こ
の
五
十
年
は
ハ
イ
テ
ク
軍
備
増
強

の
期
間
で
あ
り
、
街
は
案
外
あ
の
頃
よ
り
廃
れ
て
い
る

の
で
は
…
な
ど
と
考
え
る
。

こ
こ
で
思
い
出
が
一
つ
あ
る
。
用
件
を
言
い
つ
け
ら

れ
て
一
人
で
歩
い
て
ソ
連
人
宅
へ
行
く
途
中
、
辛
抱
が

限
界
に
き
た
の
で
見
晴
ら
し
の
良
い
空
地
で
放
尿
中
、

前
方
か
ら
豪
華
な
毛
皮
に
身
を
包
ん
だ
マ
ダ
ム
が
や
っ

て
来
た
。
こ
の
動
作
は
途
中
で
は
止
め
ら
れ
な
い
。
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
向
う
か
ら
大
き
な
声
で
〞
ヤ
ポ
ン
ス

キ
ー
の
大
馬
鹿
者
‼
〝
と
怒
鳴
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
は
プ

ラ
イ
ド
の
な
い
抑
留
の
身
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
に

は
少
々
人
間
性
が
復
活
し
て
お
り
、
恥
ず
か
し
い
や
ら

情
け
な
い
や
ら
で
、
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。

７

ナ
ホ
ト
カ
の
集
結
所

二
十
四
年
七
月
、
や
っ
と
ナ
ホ
ト
カ
へ
来
た
。
二
週

間
も
い
た
だ
ろ
う
か
、
何
の
仕
事
を
し
た
か
覚
え
て
い

な
い
。
お
そ
ら
く
雑
役
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
う
。
ロ
シ

ア
民
謡
を
習
っ
た
り
、
夜
に
な
る
と
、
日
本
に
帰
っ
た

と
き
の
行
動
な
ど
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
た
よ
う
に
思

う
。
ダ
モ
イ
を
前
に
し
て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
活
気
に
満

ち
、
歩
く
姿
も
活
発
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
ト
イ
レ
に
百
円
の
新
札
が
何
百
枚
と
散
乱

し
て
い
た
の
が
記
憶
に
新
し
い
。

六
、
ダ
モ
イ
・
舞
鶴
へ

１

輸
送
船

乗
船
は
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
十
六
日
、
七
月
二
十

日
舞
鶴
上
陸
。
船
は
英
彦
丸
で
あ
る
。
東
京
の
山
田
義

秋
さ
ん
と
同
じ
船
で
、
私
た
ち
が
一
往
復
早
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
島
影
一
つ
な
い
日
本
海
を
走
り
、
陸
に
近

づ
く
に
つ
れ
、
多
く
の
島
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
上
陸

し
た
と
き
、
何
故
か
日
本
の
土
地
が
狭
苦
し
く
感
じ
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た
。
桟
橋
に
は
エ
プ
ロ
ン
掛
け
の
多
勢
の
婦
人
や
各
種

団
方
の
方
々
が
手
に
手
に
日
の
丸
を
持
ち
、
バ
ン
ザ

イ
、
バ
ン
ザ
イ
と
迎
え
て
く
れ
た
。
ソ
連
人
と
無
意
識

に
比
較
し
て
か
、
こ
れ
ま
た
、
人
間
が
小
さ
く
見
え
て

不
思
議
に
感
じ
た
。

人
垣
の
中
、
唯
黙
っ
て
急
ぎ
足
で
建
物
へ
入
っ
て

行
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
の
復
員
は
、
戦
犯
と
さ
れ
た

者
以
外
と
し
て
は
、
最
終
の
引
揚
者
で
あ
っ
た
。
収
容

所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
社
会
主
義
思
想
も
相
当
浸
透

し
て
い
た
。
し
か
し
ま
た
、
各
自
に
よ
り
、
そ
の
思
い

は
多
様
で
も
あ
る
。
だ
が
こ
の
船
団
は
一
応
赤
旗
組
と

し
て
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
宿
舎
で
幾
ら
か
の
手
当

金
を
受
領
し
た
。
四
日
間
の
滞
在
中
に
は
、
予
防
注
射

を
打
っ
た
り
、
散
髪
を
し
た
り
で
身
を
少
し
整
え
た
。

友
人
の
住
所
な
ど
、
書
い
た
も
の
は
す
べ
て
没
収
さ
れ

た
。
せ
ん
べ
い
を
一
袋
買
い
、
散
髪
代
と
で
手
当
金
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

２

復
員
列
車

七
月
二
十
四
日
列
車
に
乗
る
。
母
と
弟
が
迎
え
に
来

て
く
れ
て
お
り
、
同
席
す
る
。
こ
の
車
中
の
会
話
は
、

前
記
の
私
の
顔
の
怪
我
の
話
と
、
早
く
復
員
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
国
会
や
ソ
連
大
使
館
へ
デ
モ
行
進
を
し
た

こ
と
な
ど
を
聞
く
。
大
阪
あ
た
り
へ
来
た
時
、
神
戸
新

聞
の
記
者
が
私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、
あ
れ
こ
れ
話

し
か
け
、
席
の
三
人
を
写
真
撮
影
す
る
。
翌
日
の
新
聞

に
「
七
年
ぶ
り
の
母
子
の
再
会
」
の
見
出
し
で
、
大
き

な
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
二
、
三
日
後
、
新

聞
社
か
ら
新
聞
と
キ
ャ
ビ
ネ
型
に
引
き
伸
ば
し
た
写
真

が
送
ら
れ
て
き
た
。
今
も
大
切
に
ア
ル
バ
ム
に
貼
り
保

存
し
て
い
る
。
駅
で
は
多
数
の
村
人
に
迎
え
ら
れ
、
感

激
し
、
お
礼
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

七
、
復

職

翌
日
、
応
召
前
の
職
場
（
神
戸
市
）
へ
出
頭
し
、
手
続

き
を
す
る
。
任
官
を
し
て
か
ら
出
征
し
、
籍
は
継
続
し
て

い
た
。
後
日
、
判
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
昭
和
十
六
年

に
同
級
生
六
人
が
共
に
就
職
し
た
が
、
私
と
他
一
人
が
残

り
、
他
は
退
職
し
、
儲
け
の
多
い
闇
商
人
に
な
っ
て
い
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た
。昭

和
二
十
四
年
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
に
よ
る
レ
ッ
ド

パ
ー
ジ
の
最
中
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ジ
を
受
け
た
約
五
十
人

が
連
日
撤
回
闘
争
中
で
あ
っ
た
。
私
が
本
場
（
ソ
連
）
帰

り
と
あ
っ
て
、
指
導
を
し
て
く
れ
と
彼
ら
の
集
会
に
出
席

を
求
め
ら
れ
、
出
席
し
て
い
る
と
、
職
場
か
ら
後
輩
が
飛

ん
で
来
て
、〞
今
、
こ
ん
な
会
合
に
出
た
ら
即
刻
首
で
す

よ
〝
と
呼
び
戻
し
に
来
る
始
末
。

そ
れ
か
ら
数
カ
月
後
、
今
度
は
職
制
と
し
て
本
庁
の
人

事
係
長
の
司
会
で
、
私
よ
り
一
年
早
く
シ
ベ
リ
ア
か
ら
復

員
し
た
職
員
と
二
人
で
対
談
す
る
こ
と
に
な
る
。
若
さ
に

任
せ
て
、
言
い
た
い
こ
と
を
率
直
に
し
ゃ
べ
っ
た
。
次
回

発
行
の
「
厚
生
だ
よ
り
」
に
内
容
を
そ
の
ま
ま
登
載
し
、

全
職
員
に
配
布
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
退
職
。
こ
の

間
、
六
カ
所
の
ポ
ス
ト
を
亘
り
歩
い
た
。
そ
の
内
通
算
三

分
の
二
が
選
挙
管
理
の
仕
事
を
し
た
。
そ
の
後
七
年
間
嘱

託
勤
務
し
、
職
場
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
あ
れ
か
ら
早
く

も
十
三
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
二
十
九
年
肺
結
核
で
左
肺
三
分
の
一
の

切
除
。
昭
和
二
十
八
年
舌
ガ
ン
の
手
術
と
大
病
を
患
う

が
、
つ
ら
い
時
は
い
つ
も
軍
隊
と
シ
ベ
リ
ア
時
代
を
思
い

起
こ
し
、
絶
え
る
こ
と
に
よ
り
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ま
た
、
幸
運
と
い
う
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
と
想
っ
て
い
る
。

八
、
シ
ベ
リ
ア
三
〇
一
会
を
知
る

平
成
に
年
号
が
変
わ
る
頃
、
石
頭
会
（
前
述
の
元
関
東

軍
石
頭
予
備
士
官
学
校
第
十
三
期
生
の
会
で
現
、
生
存
会

員
約
千
人
）
の
第
十
回
全
国
大
会
を
記
念
し
て
、
新
し
く

名
簿
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
目
を
通
す
う
ち
、
秋
田
県

人
の
ペ
ー
ジ
に
、
原
隊
で
集
合
教
育
を
共
に
し
た
名
前
が

あ
っ
た
。
彼
と
文
通
す
る
内
、
原
隊
（
秋
田
）
の
戦
友
会

が
以
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
妻
と
出
席
し
、
大
変
歓
待
を
受
け
る
。

し
か
し
、
彼
は
当
日
欠
席
し
た
の
で
顔
見
知
り
が
い
な

い
。
我
々
初
年
兵
に
対
し
て
古
兵
は
当
然
覚
え
て
い
な

い
。
会
い
た
か
っ
た
班
長
殿
は
死
亡
し
て
い
た
（
こ
の
よ

う
な
同
県
人
ば
か
り
の
部
隊
で
は
初
年
兵
は
参
加
し
難
い
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雰
囲
気
で
あ
っ
た
）。

隔
年
開
催
の
た
め
、
平
成
四
年
も
出
席
す
る
こ
と
に
し

た
。
今
回
は
一
人
旅
と
決
め
、
折
角
、
東
北
ま
で
行
く
の

で
、
人
生
最
後
の
長
旅
を
考
え
た
。
十
日
間
の
予
定
で
、

ま
ず
、
佐
渡
ケ
島
へ
。
そ
う
だ
‼

佐
渡
に
は
北
見
輝
夫

氏
が
い
る
、
と
思
い
つ
い
た
が
住
所
が
判
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
新
潟
県
庁
へ
「
戦
友
の
尋
ね
人
」
と
し
て
調
査
方
を

依
頼
す
る
。
三
カ
月
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
県
庁
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。「
先
方
は
確
認
で
き
た
が
、
先
方
の
住
所
は
言

え
な
い
の
で
連
絡
が
あ
る
ま
で
待
っ
て
欲
し
い
」
と
の
こ

と
。
そ
れ
か
ら
二
カ
月
ほ
ど
し
て
東
京
在
住
の
北
見
氏
か

ら
手
紙
が
来
た
。
そ
の
中
に
「
昭
和
五
十
六
年
熱
海
三
〇

一
会
出
席
名
簿
」
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
名
簿
と
前

記
の
石
頭
会
名
簿
を
照
合
す
る
う
ち
、
瀬
戸
市
の
中
島
有

道
氏
を
発
見
。
彼
に
連
絡
を
す
る
と
、
今
回
は
新
潟
が
当

番
と
の
こ
と
。
早
速
佐
藤
さ
ん
に
連
絡
を
し
て
入
会
を
依

頼
、
平
成
五
年
に
初
め
て
出
席
し
た
。
は
っ
き
り
と
記
憶

に
あ
る
松
原
さ
ん
は
二
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
親

し
か
っ
た
斉
藤
氏
は
、
相
当
前
に
亡
く
な
っ
た
と
の
こ

と
。
北
見
氏
と
は
文
通
だ
け
で
未
だ
再
会
し
て
い
な
い
。

以
後
、
二
〇
〇
〇
年
大
会
ま
で
に
一
回
欠
席
し
た
が
、
楽

し
く
出
席
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
（
出
席
二
回
目
の
と
き
、

和
歌
山
の
久
保
田
耕
作
氏
も
石
頭
会
の
同
期
生
と
知
り
、

以
後
懐
か
し
さ
が
増
す
）。
こ
の
会
に
出
席
し
て
い
る
内
、

特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
人
間
性
が
豊
か
で
、
暖

か
み
の
あ
る
方
ば
か
り
で
あ
る
。
戦
友
会
も
数
多
く
あ
る

が
、
お
互
い
に
歳
を
重
ね
、
発
展
的
解
消
を
し
て
い
る
中

で
、
三
〇
一
会
は
、
ま
す
ま
す
意
気
軒
昻
で
あ
る
。
今
後

も
、
よ
り
健
康
に
留
意
し
、
こ
の
隊
列
か
ら
落
伍
し
な
い

よ
う
、
先
輩
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

※
今
日
こ
の
頃

今
で
も
月
に
一
度
は
夢
に
見
る
。
軍
隊
や
シ
ベ
リ
ア
の

苦
し
い
思
い
出
は
何
だ
っ
た
か
と
回
想
す
る
。
十
九
世
紀

か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
世
界
の
先
進
国
は
競
っ
て
弱

者
を
植
民
地
化
し
て
行
っ
た
が
、
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ

こ
の
大
戦
は
歴
史
に
そ
の
比
が
な
い
。
未
だ
に
戦
後
処
理
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が
終
わ
ら
ず
、
何
も
知
ら
な
い
私
た
ち
の
孫
に
時
代
に
ま

で
、
そ
の
「
ツ
ケ
」
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
為

政
者
の
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
責
任

の
一
端
は
、
我
々
に
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
老
い
た
り

と
い
え
ど
も
今
後
の
政
治
の
動
向
に
大
い
に
関
心
を
持

ち
、
せ
め
て
も
の
行
動
と
し
て
一
票
を
厳
正
に
行
使
し
、

後
世
に
恥
じ
な
い
日
本
国
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

身
近
で
は
、
折
に
ふ
れ
東
西
に
遠
く
離
れ
て
住
む
息
子

た
ち
の
家
族
を
気
遣
い
な
が
ら
、
老
妻
に
は
相
変
わ
ら
ず

面
倒
を
か
け
つ
つ
、
互
い
に
山
ほ
ど
の
投
薬
に
安
心
を
求

め
な
が
ら
、
昨
日
は
絵
描
さ
ん
、
今
日
は
植
木
屋
さ
ん

と
、
筆
や
鋏
と
仲
良
く
し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
回
顧
録

静
岡
県

有

川

隆

雄

一
、
終
戦
時
か
ら
収
容
ま
で

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
一
月
、
逓
信
省
よ
り
関

東
軍
固
定
通
信
隊
へ
軍
属
と
し
て
従
軍
中
徴
兵
検
査
を
う

け
現
地
入
隊
。
七
七
七
部
隊
（
第
一
国
境
守
備
隊
）

二
十
年
関
東
軍
通
信
学
校
へ
入
学
転
属
、
八
月
開
戦
と

同
時
に
学
校
解
散
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
、
牡
丹
江
に
向

け
列
車
移
動
中
鉄
橋
爆
破
に
よ
り
原
隊
復
帰
な
ら
ず
十
人

ほ
ど
で
歩
き
廻
り
ソ
満
国
境
名
月
湖
付
近
の
小
学
校
で
武

装
解
除
さ
れ
、
列
車
、
ト
ラ
ッ
ク
と
歩
き
を
重
ね
、
十
月

中
旬
こ
ろ
三
〇
一
収
容
所
に
入
っ
た
。

二
、
収
容
所
の
作
業

囚
人
の
収
容
所
の
あ
と
で
荒
れ
て
お
り
越
冬
準
備
作
業

（
屋
根
の
コ
バ
張
り
、
内
側
の
壁
塗
り
自
活
の
た
め
の
薪

574


